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□
グ
リ
ー
ン
の
省
エ
ネ
性
マ
ー
ク
を
選
ぶ

□
家
族
の
人
数
に
合
わ
せ
て
、
大
き
さ
、

機
能
を
選
ぶ

□
も
の
を
詰
め
込
み
す
ぎ
な
い

□
冷
蔵
庫
は
壁
か
ら
離
し
て
置
く

□
直
射
日
光
が
当
た
る
場
所
や
ガ
ス
コ
ン

ロ
の
近
く
を
避
け
て
置
く

□
冷
蔵
庫
の
扉
の
開
閉
は
少
な
く
、
短
く

□
熱
い
も
の
は
冷
ま
し
て
か
ら
入
れ
る

□
ド
ア
の
パ
ッ
キ
ン
が
傷
ん
だ
ら
交
換
す
る

□
庫
内
は
季
節
に
合
わ
せ
て
温
度
調
節

す
る

□
グ
リ
ー
ン
の
省
エ
ネ
性
マ
ー
ク
を
選
ぶ

□
建
物
の
構
造
・
部
屋
の
広
さ
な
ど
を
考

え
、部
屋
の
広
さ
に
合
っ
た
も
の
を
選
ぶ

□
夏
の
冷
房
設
定
温
度
は
28
℃
を
目
安
に

□
冷
房
の
不
必
要
な
つ
け
っ
ぱ
な
し
を
し

な
い

□
フ
ィ
ル
タ
ー
を
月
に
一
、
二
回
、
掃
除

す
る

□
カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
で
直
射
日
光

を
防
ぐ

家
電
を
新
し
く
買
っ
た
り
、
買
い
換
え

た
り
す
る
と
き
、
安
さ
だ
け
で
選
ん
で
い

ま
せ
ん
か
。
安
く
て
も
、
省
エ
ネ
性
能
の

悪
い
製
品
は
、
電
気
を
多
く
使
い
ま
す
。

長
く
使
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
省
エ
ネ
性

能
の
高
い
製
品
の
ほ
う
が
お
ト
ク
で
す
。

省
エ
ネ
性
能
の
よ
い
家
電
を
選
ぶ
と

き
、
目
印
に
し
た
い
の
が
、
グ
リ
ー
ン
の

「
省
エ
ネ
性
マ
ー
ク
」
で
す
。
こ
の
マ
ー

ク
は
、
国
の
省
エ
ネ
基
準
を
満
た
し
て
い

る
製
品（
省
エ
ネ
達
成
率
一
〇
〇
％
以
上
）

に
表
示
さ
れ
る
も
の
で
、
エ
ア
コ
ン
、
電

●
省
エ
ネ
家
電
を
選
ぶ
目
印
は

グ
リ
ー
ン
の
省
エ
ネ
性
マ
ー
ク

気
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
テ
レ

ビ
、
蛍
光
灯
器
具
が
表
示
の

対
象（
＊
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、マ
ー
ク
と
と
も
に
、

「
省
エ
ネ
基
準
達
成
率
」
と

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率(
年

間
消
費
電
力
量
）」
も
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
数
値
が
大

き
い
ほ
う
が
、
省
エ
ネ
性
能

が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
の
数
字
も
、
省

エ
ネ
性
能
を
比
較
す
る
と
き

の
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
六
月
二
十
日
以
降
、
ス
ト
ー
ブ
、
ガ
ス
調
理

機
器
、
ガ
ス
温
水
機
器
、
電
気
便
座
が
追
加
。

最
近
は
、
省
エ
ネ
性
能
の
高
い
家
電
、

省
エ
ネ
機
能
が
つ
い
た
家
電
な
ど
も
た
く

さ
ん
出
て
い
ま
す
。省
エ
ネ
の
た
め
に
は
、

そ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
よ
い
製
品

を
選
ぶ
こ
と
が
大
事
で
す
が
、
ふ
だ
ん
の

生
活
の
な
か
で
家
電
を
ど
う
使
う
か
に
よ

っ
て
も
、省
エ
ネ
効
果
は
違
っ
て
き
ま
す
。

家
電
を「
か
し
こ
く
選
ぶ
こ
と
」＋「
か

し
こ
く
使
う
こ
と
」で
、よ
り
多
く
の
無
駄

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

省
エ
ネ
効
果
に
差
が
出
る
身
近
な
家
電
の

選
び
方
、
使
い
方
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

2

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
使
い
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
も
役
立
つ
「
省
エ
ネ
」。
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
も
少
な
く
す
る
か
ら

電
気
代
も
お
ト
ク
。
で
も
、「
省
エ
ネ
＝
我
慢
・
節
約
」
と
思
っ
て
い
る
と
、
な
か
な
か
省
エ
ネ
は
実
践
で
き
ま
せ
ん
。
本
当

の
省
エ
ネ
は
、
知
恵
と
工
夫
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄
な
く
使
い
、
便
利
さ
や
快
適
さ
を
実
現
す
る
こ
と
。
私
た
ち
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
身
近
な
家
電
も
、
か
し
こ
く
選
び
、
か
し
こ
く
使
う
こ
と
で
、
省
エ
ネ
効
果
に
ぐ
ん
と
差
が
出
ま
す
。

身
近
な
家
電

ぐ
ん
と
差
が
出
る
省
エ
ネ
術

か
し
こ
く
選
ぶ
。

か
し
こ
く
使
う
。

か
し
こ
く
選
ぶ
。

か
し
こ
く
使
う
。●

省
エ
ネ
効
果
に
差
を
つ
け
る

か
し
こ
い
選
び
方
＋
使
い
方

省エネ基準達成率

155％
目標年度 2004年度

年間消費電力量

250kWh/年

冷
蔵
庫

エ
ア
コ
ン

特 集



①リビング

②キッチン

③風呂・
洗面所

④主寝室

⑤廊　下

エアコン

テ レ ビ

ビ デ オ

照　　明

冷 蔵 庫

洗 濯 機

エアコン

照　　明

機　　器

照　　明
白熱灯→電球
型蛍光ランプ

合　計

1,052kWh

24kWh

14kWh

28kWh

500kWh

26kWh

631kWh

28kWh

78kWh

削減電力量

かしこく選ぶ

2,381kWh

24,200円

550円

330円

640円

11,500円

600円

14,520円

640円

1,790円

節約金額

54,770円

138kWh

38kWh

3kWh

6kWh

128kWh

4kWh

83kWh

6kWh

6kWh

削減電力量

かしこく使う

412kWh

3,170円

880円

80円

130円

2,950円

80円

1,900円

130円

130円

節約金額

9,450円
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□
グ
リ
ー
ン
の
省
エ
ネ
性
マ
ー
ク
を
選
ぶ

□
節
電
機
能（
＊
）が
あ
る
も
の
を
選
ぶ

＊
リ
モ
コ
ン
待
機
時
の
消
費
電
力
を
大
幅
に

低
減
し
た
も
の
、
電
源
オ
フ
設
定
が
で
き

る
も
の
、
室
内
の
明
る
さ
に
連
動
し
て
画

面
の
明
る
さ
を
自
動
調
整
す
る
も
の
な

ど
、
メ
ー
カ
ー
各
社
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
が
あ
り
ま
す
。

□
夜
間
や
留
守
の
と
き
は
主
電
源
ま
で
切
る

□
見
て
い
な
い
テ
レ
ビ
は
こ
ま
め
に
切
る

□
節
電
機
能
を
積
極
的
に
使
う

□
必
要
以
上
に
画
面
を
明
る
く
し
た
り
、

音
を
大
き
く
し
た
り
し
な
い

□
画
面
の
ほ
こ
り
は
こ
ま
め
に
拭
く

テ
レ
ビ

□
待
機
時
の
消
費
電
力
の
小
さ
い
も
の
を

選
ぶ

□
表
示
部
オ
フ
機
能
や
オ
ー
ト
オ
フ
機
能

な
ど
省
エ
ネ
効
果
の
あ
る
も
の
を
選
ぶ

□
就
寝
時
や
留
守
の
と
き
は
主
電
源
ま
で

切
る

□
長
時
間
使
わ
な
い
と
き
は
プ
ラ
グ
を
抜
く

□
表
示
部
オ
フ
機
能
を
使
う

ビ
デ
オ

□
洗
濯
・
脱
水
容
量
が
合
っ
た
も
の
を
選
ぶ

□
消
費
電
力
・
水
量
・
洗
剤
の
少
な
い
も

の
を
選
ぶ

□
待
機
時
消
費
電
力
ゼ
ロ
や
イ
ン
バ
ー
タ

制
御
な
ど
省
エ
ネ
機
能
の
あ
る
も
の
を

選
ぶ

□
洗
濯
物
は
ま
と
め
て
洗
う

□
洗
剤
は
汚
れ
に
応
じ
て
控
え
め
に
使
う

洗
濯
機

□
グ
リ
ー
ン
の
省
エ
ネ
性
マ
ー
ク
を
選
ぶ

□
カ
タ
ロ
グ
な
ど
に
表
示
さ
れ
て
い
る
適

用
畳
数（「
○
畳
用
」
な
ど
）を
目
安
に

選
ぶ

□
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
や
す
い
も
の
を
選
ぶ

□
イ
ン
バ
ー
タ
式
器
具
を
選
ぶ

□
リ
モ
コ
ン
や
ス
イ
ッ
チ
で
無
駄
な
明
る

さ
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
も
の
を
選

ぶ
□
無
駄
な
明
か
り
は
こ
ま
め
に
消
す

□
白
熱
球
の
代
わ
り
に
省
エ
ネ
型
の
電
球

型
蛍
光
ラ
ン
プ
に
す
る

□
ラ
ン
プ
や
傘
は
こ
ま
め
に
掃
除
す
る

照
明
器
具

＋ 年間省エネ効果

資料：資源エネルギー庁

1

2

3

4 5

テレビ ビデオ 冷蔵庫 エアコン

エアコン 洗 濯 機

身近な家電　ぐんと差が出る省エネ術
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第
三
回
岐
阜
広
域
合
併
協
議
会
が

七
月
四
日
、
岐
阜
商
工
会
議
所
で
開

催
さ
れ
、次
の
事
項
に
つ
い
て
報
告
、

協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

岐
南
町
が
合
併
協
議
会
に
加
入
す

る
た
め
の
規
約
が
、
各
市
町（
笠
松

町
・
岐
阜
市
・
羽
島
市
・
柳
津
町
・

北
方
町
・
岐
南
町
）の
議
会
で
議
決

さ
れ
、
六
月
二
十
四
日
か
ら
合
併
協

議
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
り
、
関
係

す
る
規
程
な
ど
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

岐
阜
広
域
合
併
協
議
会
へ
の
岐
南
町

の
加
入
に
つ
い
て

岐
阜
広
域
合
併
協
議
会
を
構
成
す

る
市
町
を
二
市
三
町
か
ら
、
岐
南
町

を
加
え
た
二
市
四
町
で
構
成
す
る
規

約
の
改
正
。

岐
阜
広
域
合
併
協
議
会
幹
事
会
規
程

等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

幹
事
会（
各
市
町
の
助
役
な
ど
で

構
成
）・
専
門
部
会
・
専
門
調
査
検

討
班（
各
市
町
の
職
員
で
構
成
）に
岐

報
告
事
項

岐
阜
広
域
合
併
協
議
会
開
催

第
三
回

南
町
が
加
わ
る
規
程
の
改
正
。

新
市
建
設
計
画
の
原
案
策
定
方
針
に

つ
い
て

新
市
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る

新
市
建
設
計
画
の
原
案
の
策
定
方
針

に
岐
南
町
を
加
え
る
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト

の
調
査
対
象
者
数
な
ど
の
増
加
。

《
調
査
対
象
》

各
市
町
に
居
住
す
る
十
八
歳
以
上

の
住
民

四
四
、
四
〇
〇
人

議
員
の
特
例
等
に
関
す
る
小
委
員
会

第
一
回
会
議
の
開
催
結
果
に
つ
い
て

・
委
員
長
と
副
委
員
長
を
選
出

新
市
建
設
計
画
策
定
小
委
員
会
第
一

回
会
議
の
開
催
結
果
に
つ
い
て

内
訳

笠
松
町

一
、
八
〇
〇
人

岐
阜
市

三
二
、
五
〇
〇
人

羽
島
市

五
、
三
〇
〇
人

柳
津
町

一
、
五
〇
〇
人

北
方
町

一
、
五
〇
〇
人

岐
南
町

一
、
八
〇
〇
人

・
委
員
長
と
副
委
員
長
の
選
出
お

よ
び
新
市
建
設
計
画
策
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
決
定

新
市
の
名
称
に
つ
い
て

新
市
名
は
住
民
に
と
っ
て
大
き
な

関
心
事
で
あ
り
、
ま
た
、
合
併
協
議

を
進
め
る
う
え
で
、
で
き
る
限
り
早

く
決
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

各
市
町
か
ら
の
提
案
を
十
分
に
尊

重
し
な
が
ら
審
議
を
進
め
、
次
回

（
七
月
二
十
八
日
開
催
）で
決
定
す
る

も
の
と
す
る
。

平
成
十
五
年
度
岐
阜
広
域
合
併
協
議

会
補
正
予
算（
第
一
号
）に
つ
い
て

岐
南
町
が
合
併
協
議
会
に
加
入
し

た
こ
と
に
よ
る
、
各
市
町
の
負
担
金

の
再
計
算
な
ど
。

財
産
お
よ
び
債
務（
※
1
）の
取
り
扱

い
に
つ
い
て

各
市
町
の
財
産
お
よ
び
債
務
は
す

べ
て
岐
阜
市
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す

る
。

一
般
職
の
職
員
の
身
分
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て

・
各
市
町
の
職
員
は
、
す
べ
て
岐
阜

市
の
職
員
と
し
て
引
き
継
ぐ
も
の

と
す
る
。

・
職
員
の
任
免
、
給
与
そ
の
他
の
身

分
に
つ
い
て
は
、
公
正
に
取
り
扱

う
も
の
と
し
、
そ
の
細
目
は
二
市

四
町
の
長
が
別
に
協
議
し
て
定
め

る
も
の
と
す
る
。

条
例
・
規
則
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
岐
阜
市
の
条
例
・
規
則
等
を
適
用

す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
各
種

事
務
事
業
等
の
調
整
方
針
と
関
係
す

る
条
例
・
規
則
等
に
つ
い
て
は
、
そ

の
調
整
を
踏
ま
え
て
規
定
の
整
理
を

行
う
も
の
と
す
る
。

公
共
的
団
体
等
（
※
2
）
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て

合
併
後
の
市
の
一
体
性
が
速
や
か

に
確
立
さ
れ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
を
尊
重
し
な
が
ら
統
合
整
備
に

努
め
る
も
の
と
す
る
。

1.

共
通
し
て
い
る
団
体
は
、
合

併
時（
も
し
く
は
合
併
後
速

や
か
に
）統
合
す
る
よ
う
調

整
に
努
め
る
。

2.
統
合
に
時
間
を
要
す
る
団
体

は
、
将
来
統
合
す
る
よ
う
調

整
に
努
め
る
。

3.

独
自
の
団
体
は
、
現
行
の
と

お
り
と
す
る
。

※
1
財
産
お
よ
び
債
務
…
市
や
町
が
所
有

す
る
道
路
・
河
川
な
ど
の
財
産
、
基
金

（
預
金
）、
地
方
債（
借
金
）、
物
品
な
ど

※
2
公
共
的
団
体
等
…
農
協
、
漁
協
、
生

協
、
商
工
会
等
の
産
業
経
済
団
体
、
老

人
ホ
ー
ム
、
育
児
院
、
赤
十
字
社
等
の

厚
生
社
会
事
業
団
体
、
青
年
団
、
婦
人

会
、
教
育
会
等
の
文
化
事
業
団
体
な
ど
、

公
共
的
な
活
動
を
営
む
団
体

小
委
員
会
報
告
事
項

協
議
事
項



5

第
二
回
の
合
併
協
議
会
で
は
、
各

市
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
歩
み
を
尊
重

し
、
そ
の
文
化
や
伝
統
を
守
り
、
地

域
の
個
性
を
担
保
す
る
、
限
り
な
く

新
設
に
近
い
編
入
合
併
で
あ
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。

編
入
さ
れ
る
市
町
の
不
安
要
素
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
政
令

指
定
都
市
の
行
政
区
域
を
考
え
た
、

住
民
へ
の
分
権
、
住
民
協
働
に
よ
る

地
域
問
題
の
解
決
と
個
性
あ
る
地
域

の
発
展
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み
を
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
合
併
協
議
会
で
は
、
合

併
後
の
住
民
生
活
の
利
便
性
を
確
保

し
つ
つ
、
行
政
基
盤
の
強
化
、
効
率

化
を
図
り
な
が
ら
、
個
性
と
多
様
性

に
富
ん
だ
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
岐
阜
広
域
モ
デ
ル
と
も
言
う
べ

き
「
都
市
内
分
権
」
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

◎
合
併
前
の
旧
市
町
の
庁
舎
を
新

市
の
分
庁
舎
と
し
て
、
従
来
ど

お
り
各
種
証
明
書
の
発
行
や
相

談
窓
口
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
し
て
行
う
。

合
併
に
よ
る
住
民
生
活
の
急
激

な
変
化
を
避
け
、
利
便
性
を
図
り

ま
す
。

◎
分
庁
舎
に
お
い
て
は
、
窓
口
業

務
に
加
え
て
、
各
地
域
で
の
個

性
あ
る
施
策
の
継
続
に
向
け
た

企
画
立
案
や
、
地
域
住
民
に
よ

る
自
主
的
な
活
動
に
対
す
る
支

援
な
ど
、
地
域
振
興
も
含
め
た

業
務
を
行
う
。

住
民
自
治
を
図
り
ま
す
。

役
場
が
遠
く
な
る
の
で
不
便
で

は
？

住
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
る

の
で
は
？

◎
旧
市
町
を
単
位
と
し
て
地
域
住

民
の
代
表
で
構
成
す
る
地
域
審

議
会
を
設
置
し
、
新
市
の
施
策

や
建
設
計
画
に
つ
い
て
意
見
や

提
案
を
述
べ
る
機
会
を
設
け
る
。

地
域
住
民
の
声
が
施
策
に
反
映

さ
れ
、
き
め
細
か
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

町では、合併に向けて他の市町の伝統や文
化、まちづくりの歩みを尊重しつつ、将来的
にも安定した行政経営を確立できるよう、制
度や事務事業などの調整の協議を行っていま
す。

そこで、現在の協議状況などについて、町
民の皆さまにお知らせするための説明会を開
催いたします。

「市町村合併住民説明会」を開催します。

岐阜広域合併協議会では、ホームページを開設しています。

ホームページでは、会議録や各市町の財政や負担とサービスの現況が紹介されています。

http://www.city.gifu.gifu.jp/g-gappei/

た
と
え
ば
…

地
域
性
が
薄
れ
る
の
で
は
？

会　場 日　時

中央公民館
8月10日（日） 午後1時30分～

午後7時30分～

8月11日（月） 午後7時30分～

8月12日（火） 午後7時30分～

総 合 会 館

松枝公民館
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岐
阜
地
域
公
衆
衛
生
協
議
会
長
表
彰

三
輪

眞
さ
ん

松
原
成
年
さ
ん

第
四
十
七
回
羽
島
郡
町
村
議
会
議

員
総
会
が
六
月
二
十
七
日
、
岐
南
町

や
す
ら
ぎ
苑
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
郡
内
の
町
議
会
議
員
を

は
じ
め
、来
賓
の
加
藤
県
議
会
議
員
、

広
瀬
岐
阜
地
域
振
興
局
長
お
よ
び
郡

内
の
各
町
長
ら
約
七
十
人
が
出
席
。

県
立
岐
阜
病
院
副
院
長
渡
辺
佐
知

郎
氏
に
よ
る
、「
心
臓
病
で
死
な
な

い
た
め
に
」と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
、
日
ご
ろ

か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け

た
ら
よ
い
か
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
の
席
上
、
町
議
会
議

員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
議
員
に
対
し
、

羽
島
郡
町
村
議
会
議
長
会
の
自
治
功

労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
当
町
か
ら
は

次
の
議
員
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

〈
在
職
二
十
年
以
上
〉

長

野

恒

美

羽
島
郡
町
村
議
会
議
員
総
会

羽
島
郡
町
村
議
会
議
員
総
会

三
輪
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
一
年

か
ら
、
松
原
さ
ん
は
、
平
成
元
年

か
ら
町
の
歯
科
健
診
に
尽
力
さ
れ

る
と
と
も
に
、
町
立
保
育
所
、

小
・
中
学
校
の
校
医
と
し
て
、
子

歯
科
医
師
の
三
輪
眞
さ
ん（
円

城
寺
）、
松
原
成
年
さ
ん（
美
笠
通

二
丁
目
）
が
、
平
成
十
五
年
度
岐

阜
地
域
公
衆
衛
生
協
議
会
長
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ど
も
た
ち
の
健
康
管
理
に
努
め
ら

れ
、
公
衆
衛
生
の
向
上
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

▽
岐
阜
広
域
合
併
協
議
会
を
設
け
る

市
町
数
の
増
加
等
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て

岐
阜
広
域
合
併
協
議
会
に
岐
南

町
を
加
入
さ
せ
る
た
め
の
規
約
改
正

▽
笠
松
中
学
校
南
舎
耐
震
補
強
工
事

（
建
築
）
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

昨
年
度
に
引
き
続
き
笠
松
中
学

校
校
舎
の
耐
震
補
強
を
実
施
す
る

た
め
の
工
事
請
負
契
約
の
締
結

契
約
金
額

一
億
五
千
六
百
九
十
七
万
五
千
円

契
約
の
相
手
方

大
日
本
土
木（
株
）

▽
平
成
十
五
年
度
笠
松
町
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

財
務
管
理
シ
ス
テ
ム
の
更
新
経

費
三
百
九
十
九
万
一
千
円
を
増
額

補
正
す
る
も
の
で
、歳
入
で
は
老
人

保
健
特
別
会
計
の
前
年
度
事
業
費

精
算
に
伴
う
特
別
会
計
繰
入
金
三

千
七
百
十
四
万
三
千
円
を
増
額
し

基
金
繰
入
金
の
減
額
で
財
源
調
整

▽
平
成
十
五
年
度
笠
松
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

前
年
度
事
業
費
精
算
に
伴
い
、

支
払
基
金
お
よ
び
県
へ
の
返
還
金

四
百
三
十
五
万
三
千
円
並
び
に
一

般
会
計
へ
の
繰
出
金
三
千
七
百
十

四
万
円
な
ど
四
千
百
四
十
九
万
三

千
円
を
増
額
補
正
す
る
も
の

▲講演を聞く各町の議員の皆さん

ひ
と
り
暮
ら
し
の
か
た
を
訪
問

町
赤
十
字
奉
仕
団

町
赤
十
字
奉
仕
団
が
七
月
九
日
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
か
た（
七
十
歳
以

上
）二
百
五
十
五
人
を
訪
ね
、「
い
つ

ま
で
も
元
気
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
励
ま
し
の
こ
と
ば
を
か
け
、
団
員

手
作
り
の
お
は
ぎ
を
贈
り
ま
し
た
。

ひ
と
り
暮
ら
し
の
か
た
た
ち
は
、

心
の
こ
も
っ
た
訪
問
に
感
謝
さ
れ
、

団
員
の
皆
さ
ん
と
の
会
話
に
和
や
か

な
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま

し
た
。

ひ
と
り
暮
ら
し
の
か
た
を
訪
問

町
赤
十
字
奉
仕
団

第
四
回
笠
松
町
議
会
臨
時
会
が
六
月
二
十
四
日
に
、
第
五
回
笠
松
町
議
会
臨
時

会
が
七
月
八
日
に
開
か
れ
、
次
の
案
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
四
回
笠
松
町
議
会
臨
時
会

第
五
回
笠
松
町
議
会
臨
時
会

▲おはぎを手渡す団員
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青少年育成町民会議主催の「第25回少年の主張大
会」が6月29日、中央公民館で開催されました。

小学生・中学生の順で、身近なごみ問題から福祉
問題、家族の絆、幼児虐待をテーマに力強い発表が
ありました。

梅
雨
の
晴
れ
間
と
な
っ
た
七
月
二
日
、
下
羽

栗
小
学
校
で
羽
島
郡
広
域
連
合
消
防
本
部
西
消

防
署
職
員
の
指
導
の
も
と
「
親
子
水
難
救
助
教

室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
夏
休
み
を
前
に
プ
ー
ル
な
ど
で
溺

れ
た
場
合
や
、
溺
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た
と

き
に
あ
わ
て
ず
正
し
く
対
処
で
き
る
よ
う
行
わ

れ
た
も
の
で
、
六
年
生
の
児
童
五
十
二
人
と
保

護
者
二
十
六
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

実
際
に
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
こ
の
教
室
で

は
、
は
じ
め
に
、
消
防
署
職
員
や
保
護

者
の
代
表
に
よ
る
救
助
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
溺
れ
て
い
る

人
を
抱
え
な
が
ら
の
泳
ぎ
方
や
物
干
し

竿
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
、
身
近
な
物

を
使
っ
て
の
救
助
方
法
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。

次
に
、
児
童
た
ち
が
服
を
着
た
ま
ま

プ
ー
ル
へ
入
り
、
着
衣
で
の
泳
ぎ
方
お

よ
び
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
袋

を
使
っ
て
水
に
浮
く
方
法
な
ど
の
指
導

を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
場
所
を
体
育
館
に
変
え
、

保
護
者
を
対
象
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や

人
工
呼
吸
な
ど
心
肺
蘇
生
法
の
指
導
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
の
一
人
は
「
水
の
中

だ
と
、
服
が
重
た
く
て
動
き
に
く
か
っ

た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
で

も
体
が
浮
く
の
に
ビ
ッ
ク
リ
し
た
」
と

感
想
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

審
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

〔
最
優
秀
〕

西
脇

英
輝
（
笠
松
中
三
年
）

田
島

祥
子
（
笠
松
中
三
年
）

〔
優

秀
〕

田
島

彩
奈
（
下
羽
栗
小
六
年
）

若
園

直
志
（
下
羽
栗
小
六
年
）

永
田

智
也
（
笠
松
小
六
年
）

浅
野

幸
恵
（
笠
松
小
六
年
）

川
島

寛
之
（
松
枝
小
六
年
）

荒
木

由
季
（
松
枝
小
六
年
）

服
部

真
実
（
笠
松
中
三
年
）

江
本
沙
央
理
（
笠
松
中
三
年
）

赤
塚

麻
希
（
笠
松
中
三
年
）

な
お
、最
優
秀
に
選
ば
れ
た
二
人
は
、

町
の
代
表
と
し
て
岐
阜
県
大
会
出
場
者

選
考
委
員
会
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

▲「命を奪う大人達」をテーマに発表する最優秀の西脇英輝さん

▲「幸せへの道」をテーマに発表する最優秀の田島祥子さん

親
子
で
学
ぼ
う
正
し
い
水
難
救
助
法
！

下
羽
栗
小
学
校
「
親
子
水
難
救
助
教
室
」

ビ
ニ
ー
ル
袋
を
使
っ
て
浮
く
児
童
た
ち

▲

第25回少年の主張大会を開催
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7 月 9 日（水）／福祉会館（敬称略）
囲碁の部
◆ A 級の部
優　勝 山田　浩資（県町）
準優勝 田中　信夫（門間）
3 位 木本　登喜夫（門間）

◆ B 級の部
優　勝 尾藤　富士雄（美笠通）
準優勝 稲葉　三佐人（田代）
3 位 市橋　正二（松栄町）

◆ C 級の部
優　勝 高橋　敏行（瓢町）
準優勝 伊神　孝夫（大池町）
3 位 山田　恒治（東宮町）

将棋の部
◆ A 級の部
優　勝 伊藤　数彦（西町）
準優勝 丹下　嘉治（朝日町）
3 位 安藤　憲宏（円城寺）

◆ B 級の部
優　勝 小見山義孝（上新町）
準優勝 伊藤　勝利（柳原町）
3 位 服部　章男（柳原町）

7 月 6 日（日）／総合会館（敬称略）
一般男子の部（A）
優　勝 板橋　　宏
準優勝 杉山　弘幸
3 位 日下部勇樹
〃　　遠藤　智規
一般男子の部（B）
優　勝 野村　喜世意
準優勝 遠藤　哲志
3 位 山田　美雄
〃 豊田　真士
一般女子の部
優　勝 坂下　有美
準優勝 大前　登子
3 位 松岡　尚美
〃 長谷川知加
ラージボールの部（A）
優　勝 青山　真治
準優勝 広瀬　喜義
3 位 江本　元子
〃 川本　章代
ラージボールの部（B）
優　勝 田中　良昭
準優勝 杉山　真由美
3 位 江口　春子
〃 松原　幸雄

▼
▼

▼
▼

▼

中学生男子の部
優　勝 坂下　大昌
準優勝 横井　良典
3 位 廣瀬　宗則
〃 伊藤　寛基
中学生女子の部
優　勝 豊田　博美
準優勝 尾関　菜奈
3 位 江本　沙央理
〃 杉浦　亜瑞沙
小学生の部
優　勝 杉山　未由希
準優勝 本谷　ちかる
3 位 杉浦　侑弥香
〃 大前　あゆみ
ラージボールミックスダブルスの部
優　勝 坂下昇・坂下有美 組
準優勝 長久保公夫・桜谷道夫 組
3 位 広瀬喜義・武仲恵 組
〃 野村喜世意・松岡尚美 組
中学生ミックスダブルスの部
優　勝 横井良典・豊田博美 組
準優勝 篠原伸彦・各務玲奈 組
3 位 寺嶋那央紀・田島穂奈美 組
〃 坂明憲・杉浦亜瑞沙 組

▼
▼

▼
▼

▼

県・県健康長寿財団共催の第13回
岐阜県健康福祉祭が、5月28日岐阜
メモリアルセンター芝広場ほかで開
催されました。

成績は次のとおりです。

当町関係分　　　　　　（敬称略）
グラウンド・ゴルフ
青ゾーン
優　勝 森　喜久夫（米野）
黄ゾーン
準優勝 千原征四郎（北及）
3 位 奥田　米司（門間）

白ゾーン
準優勝 加藤　　勝（円城寺）

第 6 回東海小学生ソフトテニス選
手権大会が三重県の四日市ドームで、
7月12・13日に開催され、当町から県
予選でベスト8の田中希和さん（松栄
町・笠松小 6 年生）が個人戦と団体戦
に出場し、健闘されました。

6 月22日（日）
米野ゲートボール場
優　勝 円城寺 B
準優勝 円城寺 A
3 位 中　野

▼

スポーツ

レクリエー
ション

町民ゲートボール大会

町・町老人クラブ 囲碁・将棋大会

町 民 卓 球 大 会

田中さん東海小学生
ソフトテニス大会で健闘

熱戦を展開
岐阜県健康福祉祭

道
路
は
、
私
た
ち
の
毎
日
の

生
活
を
支
え
る
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
基
本
的
な
社
会
資
本
で

す
が
、
そ
の
道
路
設
備
は
ま
だ

十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
空
気

の
よ
う
に
あ
ま
り
に
も
身
近
な

存
在
で
あ
る
た
め
、
そ
の
重
要

性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。

8
月
10
日
の
「
道
の
日
」
を

機
会
に
も
う
一
度
見
直
し
て
み

た
い
も
の
で
す
。

―
国
土
交
通
省
―



全
国
の
市
区
町
村
の
窓
口
で
、
旅

券
、
運
転
免
許
証
、
そ
の
他
官
公
署

が
発
行
す
る
免
許
証
な
ど
を
提
示
す

れ
ば
、
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
か

た
の
「
住
民
票
の
写
し
」
の
交
付
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

【
交
付
時
間
】

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

【
手
数
料
】

発
行
し
た
市
区
町
村
の
手
数
料
額

※
「
広
域
交
付
の
住
民
票
の
写
し
」

は
、
記
載
事
項
の
う
ち
本
籍
の
表

示
が
省
略
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
見
本

▲
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笠
松
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
か
た

は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
以
下

「
住
基
カ
ー
ド
」
と
い
う
）の
交
付
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
住
基
カ
ー
ド

は
、
高
度
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
を

備
え
た
I
C
カ
ー
ド
で
、「
住
民
票

の
写
し
の
広
域
交
付
」、「
転
入
・
転

出
の
特
例
」、「
身
分
証
明
証
」
な
ど

に
利
用
で
き
ま
す
。

【
住
基
カ
ー
ド
の
種
類
】

・
A
タ
イ
プ
…
カ
ー
ド
の
表
面
に
氏

名
・
有
効
期
限
・
交
付
地
市
区
町

村
名
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

・
B
タ
イ
プ
…
A
タ
イ
プ
の
記
載
事

項
に
加
え
、
住
所
・
生
年
月
日
・

性
別
・
顔
写
真
が
記
載
さ
れ
ま
す

の
で
、
身
分
証
明
証
と
し
て
利
用

が
で
き
ま
す
。

※
カ
ー
ド
の
選
択
は
、
申
請
の
と
き

に
で
き
ま
す
。

【
申
請
で
き
る
か
た
】

原
則
は
本
人
で
す
が
、
十
五
歳
未

満
の
場
合
は
法
定
代
理
人
が
、
病

気
・
身
体
の
障
害
な
ど
で
や
む
を
得

な
い
理
由
に
よ
り
本
人
が
窓
口
ま
で

お
越
し
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
任
意

代
理
人
で
も
申
請
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
印
鑑

②
旅
券
、
運
転
免
許
証
そ
の
他
官
公

署
が
発
行
す
る
免
許
証
な
ど

③
B
タ
イ
プ
の
場
合
は
、
写
真（
タ

テ
四
・
五
㎝
×
ヨ
コ
三
・
五
㎝
）を

一
枚
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
添
付
写
真
は
、
次
の
点
に

留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
六
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
。

・
申
請
者
本
人
の
み
を
撮
影
し
た
も

の
。

・
無
帽
、
正
面
、
無
背
景
の
も
の
。

【
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
】

住
基
カ
ー
ド
は
、
申
請
か
ら
一
カ

月
程
度
で
お
渡
し
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
お
渡
し
で
き
る
日
に
つ
い
て

は
、
あ
ら
か
じ
め
ハ
ガ
キ
な
ど
で
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

【
住
基
カ
ー
ド
の
手
数
料
】

一
枚
五
百
円（
A
・
B
と
も
）

他
の
市
区
町
村
へ
引
越
し
す
る
場

合
に
は
、
現
在
、
住
ん
で
い
る
市
区

町
村
へ
転
出
届
を
行
い
転
出
証
明
書

の
交
付
を
受
け
た
後
、
転
入
市
区
町

村
で
転
入
届
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
住
基
カ
ー
ド
の
交
付

を
受
け
て
い
る
か
た
は
、「
付
記
転

出
届
」
を
転
出
市
区
町
村
に
郵
送
す

れ
ば
、
転
出
証
明
書
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
な
く
転
入
市
区
町
村
に
転
入

届
を
す
る
だ
け
で
転
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
市
区
町
村
窓

口
に
出
向
く
こ
と
が
一
回
で
済
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。

※
付
記
転
出
届
と
は
、
①
氏
名
②

住
民
票
コ
ー
ド
ま
た
は
住
所
、
生

年
月
日
、
お
よ
び
性
別
③
転
出

先
お
よ
び
転
出
予
定
日
を
書
面
で

届
け
出
る
こ
と
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
は
、
個
人
情
報
保
護
に
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
運
用
し
、
適
切
に

行
わ
れ
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
住

民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
か
ら
切
り
離
し
を
す
る
対
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。

な
お
、
ご
不
明
な
点
ま
た
は
詳
し

く
は
、
住
民
課
戸
籍
住
民
係（
内
線

一
二
二
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

住民基本台帳ネットワークシステム第2次稼動が、8月25日から始まります。
その具体的な内容は、次のとおりです。

①
住
民
票
の
写
し
の

広
域
交
付

②
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

の
交
付

③
転
入
・
転
出
の
特
例

岐阜県羽島郡
笠松町

笠松 花子
笠松町△△町 1 番地

笠松町役場住民課戸籍住民係 TEL：058-388-1111

顔
写
真

引
越
し
の
手
続
き
で

窓
口
に
行
く
の
は

転
入
時
一
回
だ
け
で

済
み
ま
す
。
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本年度確定の介護保険料納入通知書を8月中旬に発送します。

これは平成15年度の町県民税が決定したことにより、本年度の保険料を本算定し確定したものです。

介護保険料は、ご本人とその世帯のかたの町県民税（住民税）の内容に基づいて算定されるため、
その年度の町県民税が決定されるまで（4月～7月）は前年度の町県民税の内容で仮徴収をしています。
その後、決定した町県民税を基に、本年度の保険料を算定し平成15年度分の年間保険料が確定されます。

なお、本年度は介護保険料の見直しが行われましたので、保険料額は見直し後の金額で計算されています。

●介護保険料の算定の方法

介護保険では、今までの保険給付の実績と将来の見込みに基づき、3年ごとに事業の見直しを行います。平
成15年4月からは新しい介護保険事業計画に沿って介護保険が運営されます。新しい計画のもとでは、

●高齢者の増加 9.4％増　●介護を必要とする人の増加 33.8％増　●介護サービス利用量の増加 40.0％増
（※いずれも平成12～14年度と平成15～17年度の比較）

などを踏まえた上で保険料額が見直され、新たな保険料が設定されました。

・所得段階別の介護保険料の比較（年額）

平成14年度

平成15年度

14,400円

21,500円

21,600円

32,300円

28,800円

43,000円

36,000円

53,800円

43,200円

64,500円

第 1 段 階 第 2 段 階 第 3 段 階 第 4 段 階 第 5 段 階

●介護保険料の見直しが行われました

●特別徴収（年金天引き）の場合：年金支給月（年6回）に納めます。
①4・6・8月の保険料は、本年2月分と同額を各月に納めます。
②10・12・2月の保険料は、今回確定した年額保険料から4・6・8月の

納付額を差し引いた額を、各月（3回）に納めます。

●普通徴収（納付書または口座振替による納付）の場合：4月から翌年1月までの10回で納めます。
①4・5・6・7月の保険料は、平成14年度の4・5・6・7月と同じ金額で納めます。
②8・9・10・11・12・1月の保険料は、今回確定した年額保険料から4・5・6・7月の納付額を差し引いた額

を、各月（6回）に納めます。

●介護保険料の納め方

【問合先】福祉健康課介護保険係（内線260～262）

15 年 度 保 険 料

15年度
保険料額

4月～7月は前年度の保険料額で納めます。 8月からは見直された年額保険料額から、仮徴収分
を除いた額を6回に分けて納付します。

← 4～7月分の仮徴収
を除いた分

14年度
保険料額

仮 徴 収 ←―――――― 本 徴 収

前年度

5
月
分

4
月
分

6
月
分

7
月
分

8
月
分

9
月
分

10
月
分

11
月
分

12
月
分

1
月
分

15 年 度 保 険 料

15年度
保険料額

4・6・8月は本年2月分の保険料額で
年金天引きされます。

10月からは見直された年額保険料額から仮徴収分を
除いた額を3回に分けて年金天引きされます。

← 4～8月分の仮徴収を除いた分

14年度
保険料額

仮 徴 収 本 徴 収

前年度

2
月
分

4
月
分

6
月
分

8
月
分

10
月
分

12
月
分

2
月
分



医 療 給 付 費 分
（加入者全員が対象）

改　定　前 改　定　後

所得割額

資産割額

均等割額

平等割額

課税限度額

基準総所得金額に乗ずる率

固定資産税額に乗ずる率

1人につき

1世帯につき

4.72/100

99/100

15,000円

18,000円

530,000円

据え置き

据え置き

20,000円

22,000円

据え置き

介 護 納 付 金 分
（加入者のうち、年齢40歳から64歳までの人が対象）

改　定　前 改　定　後

所得割額

均等割額

課税限度額

基準総所得金額に乗ずる率

1人につき

0.88/100

9,140円

70,000円

1.3/100

10,800円

80,000円

11

【問合先】住民課保険年金係（内線124）

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
定
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険

は
、
病
気
や
け
が

を
し
た
と
き
の
医

療
費
を
み
ん
な
で

負
担
し
、
安
心
し

て
病
院
に
か
か
れ

る
よ
う
助
け
合
う

制
度
で
、
そ
の
財

源
は
、
加
入
者
の

皆
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
く
保
険
税

と
、
国
や
県
か
ら

の
交
付
金
や
補
助

金
な
ど
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

加
入
者
の
医
療
費
の
増
大
な
ど
で
財
源
不
足

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
保
険
税
率
を
改
定
し
て

財
源
の
確
保
を
図
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
加

入
者
へ
の
負
担
増
に
配
慮
し
増
額
を
避
け
る
た

め
、
一
般
会
計
か
ら
保
険
税
以
外
の
税
金
な
ど

で
財
政
支
援
を
行
い
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、こ
の
た
び
の
地
方
税
法
の

改
正
に
伴
い
、保
険
税
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
お
よ
び
財
政
健
全
化
の
観
点
か
ら
、
本
年

度
や
む
を
得
ず
次
の
と
お
り
税
率
の
改
定
を
行

い
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

保険税率の改定内容

なお、今回の税率改定および平成15年度の町県民税の決定により、本年度の保険税を算定し、

国民健康保険税納税通知書を8月中旬に送付します。

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
定
の
お
知
ら
せ

町
で
は
、
皆
さ
ん
に
快
適
で
衛
生
的

な
生
活
環
境
を
提
供
し
、
か
つ
木
曽

川
・
長
良
川
、
伊
勢
湾
等
公
共
用
水
域

の
水
質
保
全
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
63

年
に
全
町
下
水
道
化
構
想
を
策
定
し
、

平
成
元
年
よ
り
下
水
道
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
に
、
等
し
く
快
適
で

衛
生
的
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
下
水
道
整
備
区
域
の
再
点
検
を
行

い
、
下
水
道
事
業
の
よ
り
効
率
的
、
効

果
的
な
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
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土地・家屋に変更があったときの届出
固定資産税は、土地・家屋の使用状態によって、税負担が軽減されるものがあります。

特に住宅用地として土地を利用している場合には、課税標準の特例措置があり、税負担が
軽減されています。
使用している状況に変更があったときには、申告書などの提出をしてください。

★届出が必要なときとその申告書などの名称
土地や家屋の状況に変更があった場合で、具体的には次のようなときです。

（2）

（3）

（4）

（5）

（1）

（6）

家屋を新築または増築したとき
（申告にあたっては家屋の評価を実施します）

新築住宅に関する固定資産税の減額申請書
未登記家屋取得届出書
住宅用地認定申告書

家屋取壊届出書
住宅建替中の土地に係る申告書

家屋取壊届出書

家屋の所有者
〃

土地の所有者

家屋の所有者
土地の所有者

家屋の所有者
土地の所有者

住宅用地認定申告書

家屋取壊届出書
（固定資産税減免申請書）
被災住宅用地の特例適用申告書

土地の所有者

家屋の所有者
〃

土地の所有者

家屋を建て替えるとき

家屋の全部または一部を取り壊したとき

家屋の用途を変更したとき
（例　店舗を住宅に変更など）

土地の用途（利用状況）を変更したとき
（例　住宅の敷地を駐車場に変更など）

家屋が災害などの事由により滅失または損壊
したとき

地震、火災、風災害などの災害によって、住宅や家財などに損害を受けたときは確定申告の
際に、
①「所得税法」に定める雑損控除　②「災害減免法」に定める税金の軽減免除
のどちらか有利な方法を選ぶことによって、所得税の全部または一部を軽減
することができます。

手続きの方法など、詳しくは最寄りの税務相談室または税務署へおたずねください。

こんなとき 申請をする必要がある人 申告書などの名称

小瀬鵜飼は、一千有余年の伝統にはぐくまれた
古式の漁法そのままに、その形態を今も色濃く保
ち続けています。

小瀬鵜飼の見どころは、何といっても素朴な情
緒の中での鵜船と屋形船との狩り下り。夜のとば
りが山々をすっぽりと包むころ、鵜船の篝火が静

かに清流を照らし、
やがて舟べりを叩く
カイの音、そして鵜
を励ます鵜匠の声が
静寂を破ります。鵜
飼の開催期間は、5
月11日から10月15日
までです。

【アクセス】
長良川鉄道関駅・名鉄美濃町線新関駅からタク

シーで10分
東海北陸自動車道「関」ICから15分

【問合先】
関市商工観光課（ 0575・22・3131内線1203）

関　市　小 瀬 鵜 飼

税務課
内線116・117

アユのフルコースをどうぞ
美並村を流れる長良川沿いに竹で造った大きな

「すのこ」を張り、清流から獲れる落ちアユを食
べさせてくれるヤナ場。美並村地内には 4 カ所あ
り、 8 月中旬
から10月中旬
まで塩焼きや
雑炊などさま
ざまなアユ料
理が楽しめま
す。

【アクセス】
東海北陸自動車道美並ICから 2 ㎞～ 7 ㎞

（車で 5 分～12分）

【問合先】
美並村企画振興課（ 0575・79・3111内線27）

美並村　長良川のヤナ場

災害と
税

3
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こんなときは こんな届け出を 届け出に必要なもの

20歳になったとき
職場の年金（厚生年金や共済年金）に加入していない
かたは国民年金の加入届け出をしてください。

20歳以上60歳未満のかた、学生だったかたが就職し
たときは第2号被保険者の届け出をしてください。

60歳になる前に退職したときは第1号被保険者の届
け出をしてください（扶養しているかたがいるかた
は合わせて届け出を）。

住所や氏名を変更する届け出をしてください。
（住民票の届け出と一緒にできます）。

年金手帳を再交付する届け出をしてください。

印鑑

印鑑、年金手帳、健
康保険証

印鑑、年金手帳、退
職証明書など

印鑑、年金手帳

印鑑、納付書など

就職（職場の年金に加入）した
とき

退職（職場の年金を脱退）した
とき

住所・氏名が変わったとき

年金手帳をなくしたとき

年金を受給中のとき

老齢年金受給権者の住所・氏
名・支払機関の変更

●必要なもの

印鑑

●必要なもの

印鑑
国民年金証書をなくしたとき

［問合
先］

岐阜南
社会保

険事務
所

273・6
161

こんなときは届け出しましょう

八
月
か
ら
九
月
に
か
け
、
我

が
国
で
は
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
ま
す
。
台
風
は
年
間
平
均
で

約
二
十
七
個
発
生
し
、
そ
の
う

ち
三
個
か
ら
四
個
が
日
本
に
上

陸
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
台
風
が
も
た
ら
す
暴
風
や

豪
雨
に
よ
り
、
毎
年
大
き
な
被

害
が
出
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
台
風
に
よ
る
暴
風

や
豪
雨
な
ど
は
、
そ
の
襲
来
時

期
や
規
模
の
予
想
が
可
能
で
あ

る
た
め
、
事
前
の
対
策
次
第
で

被
害
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
を

前
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
災

害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

①
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
の
気

象
情
報
に
は
十
分
注
意
す

る
。

消防署
台風の季節
準備は万全ですか？

羽島郡広域連合 388・1195

②
避
難
す
る
と
き
の
携
行
品
を

事
前
に
点
検
・
用
意
す
る
。

③
家
屋
や
塀
な
ど
を
点
検
し
、

危
険
な
箇
所
は
、
早
め
に
修

理
・
補
強
す
る
。

④
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や

ロ
ー
ソ
ク
な
ど
の
準
備
を
す

る
。

⑤
河
川
の
近
く
に
住
ん
で
い
る

人
は
、
川
の
水
位
に
注
意
す

る
。

事
前
の
備
え
は
、
十
分
す
ぎ

る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。災

害
に
対
し
て
は
常
日
ご
ろ

か
ら
の
十
分
な
備
え
と
心
構
え

が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

14日以内

＊印鑑や年金手帳のほかに添付書類が必要な場合もあります
ので、電話などで確認をしてからお出かけください。
詳しくは、住民課保険年金係へおたずねください。
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い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
と
で
も
す
ぐ
踊

れ
る
、
ふ
る
里
の
楽
し
い
民
踊
で
、
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
、
仲
間
づ
く
り
に
、
明
る
い
町
づ
く
り

に
、
体
力
づ
く
り
に
、
更
に
そ
れ
が
幸
せ
に
繋

が
る
こ
と
を
願
っ
て
、
各
地
域
の
民
踊
を
堪
能

し
て
い
ま
す
。
服
装
は
自
由
で
す
。
普
段
着
の

ま
ま
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
民
踊
に
は
そ
の

土
地
の
に
お
い
が
伝
わ
っ
て
き
て
と
て
も
面
白

い
で
す
。
時
に
は
、
ス
テ
ー
ジ
体
験
も
味
わ
い

な
が
ら
、
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
、
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
大
勢
で
踊
り
ま
せ
ん
か
。

〔
活
動
日
〕
毎
週
木
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

〔
場

所
〕
松
枝
公
民
館

〔
連
絡
先
〕
門
間

田
辺
裕
子

宅

（

3
8
7
・
1
4
6
0
）

民踊で仲間づくり
町づくり　体力づくり
民踊サークル　いずみ会

・豚ひれ肉…………… 200g

・酒 ……………… 小さじ1

・醤油 …………… 大さじ1

・おろし生姜 ………… 少々

・薄力粉 ………… 大さじ4

・黒ごま ………… 大さじ2

・油 …………………… 適宜

4人分材　料

豚肉のごま揚げ

な

ま

か

N
A
K
A
M
A

BOOK

もし、あなたがジャックだったら、ど
んな家をたてる？自分の部屋もほしい
し、屋根うら部屋もほしいよね？遊び心
がいっぱいつまったすてきな絵本です。

こ
れ
は
ジ
ャ
ッ
ク
の

た
て
た
い
え

絵
本

著
者

シ
ム
ズ
・
タ
バ
ッ
ク

発
行

フ
レ
ー
ベ
ル
館

BOOK

数え忘れている幸福はないですか？例
えば「ないもの」を数えず、「あるもの」
を喜ぶ生き方―など不幸も挫折も幸福へ
の必須条件と語る作者の幸福論。

な
い
も
の
を
数
え
ず
、

あ
る
も
の
を
数
え
て

生
き
て
い
く

一
般

著
者

曽
野
綾
子

発
行

祥
伝
社

黒いベールにおおわれた闇の世界にそ
びえる7つの塔。主人公タルは、行方不
明になった父と重い病気にかかった母を
救うためこの塔を登りはじめる…。映画
化が決定したベストセラー作品。

セ
ブ
ン
ス
タ
ワ
ー

第
七
の
塔

著
者

ガ
ー
ス
・
ニ
ク
ス

発
行

小
学
館

中央公民館・松枝公民館・総合会館の図書室には、毎週新しい本が入ってきます。
新着本は、ホームページの蔵書検索からご覧いただけます。

ご
ま
は
、
体
に
良
い
食
べ
物
で

す
。
成
分
の
約
50
パ
ー
セ
ン
ト
は

脂
肪
分
で
す
が
、
ア
ミ
ノ
酸
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
タ
ン
パ
ク
質
も
20
パ
ー

セ
ン
ト
と
多
く
、
鉄
分
や
カ
ル
シ

ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
も
、
豊
富

に
含
ん
で
い
ま
す
。

白
ご
ま
も
あ
り
ま
す
が
、
黒
の

方
が
皮
の
部
分
に
鉄
分
や
カ
ル
シ

ウ
ム
が
多
く
、
利
用
効
果
も
そ
れ

だ
け
高
く
な
り
ま
す
。

ご
ま
を
ペ
ー
ス
ト
状
に
し
て
、

バ
ニ
ラ
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
ま
ぜ

て
食
べ
れ
ば
、疲
れ
が
と
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
豚
肉
と
あ
わ
せ
て

ビ
タ
ミ
ン
B
群
の
力
を
ア
ッ
プ
さ

せ
、エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
を
よ
く
し
、

老
廃
物
も
一
緒
に
出
し
て
夏
バ
テ

を
解
消
で
き
る
よ
う
豚
肉
の
ご
ま

揚
げ
を
紹
介
し
ま
す
。

（
作
り
方
）

①
豚
ひ
れ
肉
は
、
一
口
大
に
切
り

酒
・
醤
油
・
お
ろ
し
生
姜
に
つ

け
て
お
く
。

②
薄
力
粉
に
黒
ご
ま
を
ま
ぜ
、
水

で
か
た
め
に
と
く
。

③
肉
に
②
の
衣
を
つ
け
て
カ
ラ
リ

と
揚
げ
る
。
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下
羽
栗
小
学
校
の
校
区
に
は
、

ト
ン
ボ
池
が
あ
り
ま
す
。「
ふ
る
さ

と
い
き
も
の
の
里
」（
環
境
庁
）、「
岐

阜
県
の
名
水
」（
岐
阜
県
）な
ど
に
選

定
さ
れ
て
い
て
、
き
れ
い
な
水
と

た
く
さ
ん
の
ト
ン
ボ
が
い
る
こ
と

で
有
名
な
場
所
で
す
。

六
月
十
四
日
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
参

観
の
時
に
、
ト
ン
ボ
池
周
辺
の
観

察
と
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。
一

時
休
止
し
て
い
た
活
動
で
す
が
、

地
域
の
財
産
を
守
る
た
め
復
活
さ

せ
ま
し
た
。

当
日
は
、
ト
ン
ボ
池
の
名
付
け

親
の
柴
田
佳
章
先
生
か
ら
、
長
年

ト
ン
ボ
池
に
出
か
け
て
撮
影
さ
れ

た
交
尾
の
瞬
間
を
始
め
と
す
る
貴

重
な
ス
ラ
イ
ド
を
見
せ
て
い
た
だ

笠松町道徳教育連絡会議

教育委員会だより

教育電話相談

〜
悩
ん
だ
ら
気
楽
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
〜

郡
四
町
教
育
委
員
会

2
4
5
・
1
1
3
3

車
の
窓
か
ら
も
く
も
く
と
上
が

る
た
ば
こ
の
け
む
り
。
し
ば
ら
く

す
る
と
、
窓
が
す
ー
っ
と
あ
き
、

た
ば
こ
が
道
へ
ポ
イ
ッ
と
捨
て
ら

れ
ま
し
た
。
マ
ナ
ー
の
悪
さ
に
気

持
ち
が
暗
く
な
っ
た
瞬
間「
火
事
、

火
事
」
と
い
う
元
気
な
声
が
聞
こ

え
ま
し
た
。
下
校
途
中
の
小
学
生

が
駆
け
寄
っ
て
、
そ
の
た
ば
こ
を

踏
み
つ
け
て
い
る
の
で
す
。
車
は

過
ぎ
去
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
子

ら
の
心
に
は
何
が
残
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

ポ
イ
捨
て
と
い
え
ば
、
東
京
都

千
代
田
区
。
昨
年
十
一
月
、
歩
き

た
ば
こ
や
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
に

二
千
円
の
科
料
徴
収
条
例
を
設
け

て
い
ま
す
。
首
都
圏
の
あ
る
調
査

で
は
、
喫
煙
者
の
約
八
割
が
「
自

分
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
る
」
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
吸
わ
な
い
人

で
「
喫
煙
者
の
マ
ナ
ー
が
良
い
」

と
考
え
て
い
る
の
は
三
割
足
ら
ず

で
し
た
。

法
律
と
い
え
ば
、
今
年
の
五
月

か
ら
『
健
康
増
進
法
』
が
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
第
二
十
五
条

に
『
学
校
、
体
育
館
、
病
院（
中

略
）を
管
理
す
る
者
は
、
こ
れ
ら

を
利
用
す
る
者
に
つ
い
て
、
受

動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
に
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。』
と
あ
り

ま
す
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

羽
島
郡
小
中
学
校
の
施
設
校
舎

内
の
全
面
禁
煙
に
向
け
て
、
職

員
、
P
T
A
、
来
校
者

等
に
協
力
を
求
め
、
た

ば
こ
の
け
む
り
が
小
中

学
生
に
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
。
ご
存
じ
で
し
た

か
？
禁
煙
教
育
を
進
め

る
学
校
で
た
ば
こ
の
け

む
り
の
臭
い
が
し
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

愛
煙
家
に
と
っ
て
は

け
む
た
い
話
で
す
が
、

喫
煙
習
慣
の
改
善
努
力

は
必
要
で
し
ょ
う
。
ご

自
身
の
健
康
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
周
り
の
人
へ
の
影

響
に
も
配
慮
で
き
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
う
の
で
す
。
子
ど
も

は
た
ば
こ
の
け
む
り
に
と
て
も

敏
感
で
す
。
そ
の
子
ど
も
の
視

線
に
立
っ
た
行
い
が
大
人
と
し

て
の
重
要
な
マ
ナ
ー
で
す
ね
。

ト
ン
ボ
池
に
学
ぶ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
ン
ボ
池
に

は
四
十
種
類
も
の
ト
ン
ボ
が
見
ら

れ
る
こ
と
な
ど
の
お
話
を
聞
き
、

子
ど
も
た
ち
は
、
ト
ン
ボ
池
へ
の

期
待
感
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。

通
学
班
で
出
発
で
す
。
途
中
の

堤
防
道
路
の
横
断
は
、
校
外
委
員

さ
ん
と
駐
在
所
の
お
巡
り
さ
ん
が

安
全
確
認
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ト
ン
ボ
池
で
は
、
柴
田
先
生
が
、

目
の
前
に
飛
ん
で
い
る
ト
ン
ボ
を

捕
ま
え
て
、
子
ど
も
た
ち
に
見
せ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
偶
然
、
ト

ン
ボ
が
、
子
ど
も
の
肩
や
胸
に
と

ま
っ
た
り
し
、
身
近
に
ト
ン
ボ
を

感
じ
た
時
間
で
し
た
。

清
掃
を
始
め
る
と
、
目
に
付
い

た
の
が
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
で
し
た
。

あ
ま
り
の
多
さ
に
、
後
で
書
い
た

作
文
に
「
こ
こ
で
タ
バ
コ
を
吸
っ

て
い
た
ら
、
タ
バ
コ
の
に
お
い
が

ト
ン
ボ
に
影
響
し
て
、
死
ん
で
し

ま
っ
た
り
す
る
の
か
な
ぁ
」
と
書

い
て
い
る
子
ど
も
が
い
ま
し
た
。

ご
み
の
多
さ
と
、
ト
ン
ボ
へ
の
影

響
を
真
剣
に
考
え
る
子
ど
も
が
た

く
さ
ん
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
ト
ン
ボ
天
国
で
、
い
っ

ぱ
い
ご
み
を
拾
え
た
し
、
私
の
お

母
さ
ん
と
楽
し
く
で
き
た
の
で
よ

か
っ
た
で
す
」
と
、
親
子
で
活
動

し
た
こ
と
に
値
打
ち
を
見
つ
け
た

子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

地
域
の
中
で
子
ど
も
を
育
て
る

こ
と
の
大
切
さ
が
言
わ
れ
ま
す
。

地
域
の
素
晴
ら
し
い
自
然
を
親
子

で
守
る
こ
の
活
動
は
、
き
っ
と
親

子
の
絆
を
太
く
し
、
子
ど
も
の
心

に
郷
土
愛
を
育
ん
だ
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

下
羽
栗
小
学
校

P
T
A
会
長

松
原

由
真

「たばこのけむり」



中央公民館

〈お問い合わせは〉
役 場
南 事 務 所

福 祉
健康センター

（町体育協会事務局）

388-1111

388-7171

388-3231

松枝公民館 387-0156
下羽栗会館

総 合 会 館

福 祉 会 館

387-2360

387-8432

387-1121

387-5332町社会福祉
協 議 会

北 事 務 所 387-6266

お
願
い

情
報

お知
らせ

児童扶養手当制度 福祉健康課

「児童扶養手当制度」とは、父母の離婚、父の死亡など
によって母子家庭となったかたや父に重度の障害がある
家庭のかたなどに手当が支給されるものです。

ただし、手当は受給資格を有してから 5 年を経過する
と、請求する権利が消滅します。
※詳しくは、福祉健康課へおたずねください。

基本健康診査と併せて
肝炎ウイルス検診ができます

福祉健康課

肝炎を起こす原因はいろいろありますが、我が国では、
そのほとんどが肝炎ウイルスの感染によるものとされてい
ます。

肝炎ウイルスは、感染しても症状が軽かったり、全く症
状が出ない場合もあり、本人が気付かないことが多く、肝
炎ウイルスが体の中に住みついてしまう（キャリア化する）
ことがあります。

町では、肝炎ウイルスに感染しているか血液検査を行い、
治療することを目的に、平成14年度から 5 年間、基本健康
診査と併せて、C型肝炎ウイルス・B型肝炎ウイルスの検
査を実施しています。
【対象者】
1 ．節目検診　

2 ．昨年節目検診で受けられなかったかた
3 ．医師の判断により必要とされるかた
4 ．節目検診以外の対象者
①過去に肝機能異常を指摘されたことのあるかた
②広範な外科的処置を受けたことのあるかた、または、

妊娠分娩時に多量に出血したことがあり、定期的に肝
機能検査を受けていないかた

③基本健康診査で、GPT値により要指導とされたかた
※ただし、現在C型およびB型肝炎で治療中のかた、また

は、過去に肝炎ウイルス検診を受けたことのあるかたは、
検診を受ける必要はありません。

【検査期間】 8 月 1 日～ 9 月30日
該当されるかたは、町より配布された基本健康診査票を

医療機関へ持参し、検査を受けてください。
また、一年に一度は健康診査を受けましょう。

家庭教育シリーズ講座② 中央公民館

町では、家庭教育の在り
方について考え、明るく楽
しい家庭づくりを目的とし
て家庭教育シリーズ講座を
開催しています。

第 2 回目は、次のように
行いますので、是非お出か
けください。なお、当日は、
託児室を設けていますのでご利用ください。
【月　日】 8 月23日（土）
【時　間】午後 1 時30分～ 3 時15分
【場　所】中央公民館集会室
【講座内容】「サッカーを通して（学ぶもの!?）」

講師
岐阜工業高等学校　サッカー部監督

大野聖吾　氏

平成16年版岐阜県民手帳受付中
企画課

【サイズ】17.3cm×9.1cm
【総ページ数】約180ページ
【表　紙】ソフトビニール
【表紙の色】紺・エンジ・グレー・サックスブルー（淡水色）
【内容例】日記編…七曜表や過去10年間の天気模様など

統計編…市町村勢一覧など
名簿編…市町村庁舎所在地など
生活編…県民相談窓口や県下の主な行事や防災

情報（新設）など
【価　格】 1 冊480円（税込）
【申込締切】 8 月29日（金）（電話予約可）
【申込方法】次の場所にある申込書にてお申し込みくださ

い。
①役場企画課②中央公民館③松枝公民館④総
合会館⑤福祉健康センター
※役場企画課にて電話予約も受け付けます。

【手帳の受け渡し】11月上旬を予定
（企画課にて代金と引換え）

風しんの予防接種を受けましょう
福祉健康課

16

現在、予防接種法に基づいた定期接種として風しんの予
防接種を受けることができるのは、生後12カ月から90カ月

（ 7 歳 6 カ月）未満のお子さんです。また、今年 9 月30日ま
では、昭和54年 4 月 2 日生まれから昭和62年10月 1 日生ま
れのかたも予防接種法に基づいた
予防接種を行うことができます。

ただし、過去に風しんにかかっ
たことがあるかた、MMR（麻し
ん・おたふくかぜ・風しんの混合ワ
クチン）の予防接種を受けたこと
があるかたは接種の必要はありま
せん。

平成15年度40・45・50・55・60・65・70歳になるかた
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運動場・テニスコート（ 9 月分）
【月　日】 8月25日（月）
【時　間】午後 7 時30分～
【場　所】中央公民館

小物入れをつくりましょう
児童館

身近な物を利用して、引き出しの小物入れをつくりま
す。是非ご参加ください。
【月　日】 8 月10日（日）
【時　間】午前10時～11時30分
【場　所】児童館
【対象者】小学生
【定　員】15人
【申込・問合先】児童館 388・0811

防災講演会　　町自主防災会協議会
【日　時】 8 月 9 日（土）
【時　間】午後 7 時30分～ 9 時

（午後 7 時より受付）
【場　所】中央公民館大ホール
【内　容】「巨大地震に備えて、今何をすべきか？」

講師　NPO法人　レスキューストックヤード
常務理事兼事務局長　栗田暢之　氏

【問合先】総務課

かさまつまちづくりイベント実行委員会主催の
「笠松川まつり」が木曽川河畔笠松港公園で盛大に行
われます。

響きわたる笠松清流太鼓の音、気軽に利用でき
るリバーサイドバー、色とりどりの花火と川面に
揺れる万灯流しの灯りが、夏の木曽川を美しく彩
ります。また、協賛イベントとして、Eボート体験
会も開催します。

皆さんお誘い合わせのうえ、是非お出かけくだ
さい。
【月　日】 8 月15日（金）

※天候または、川の状況により中止する
場合があります。

【時　間】午後 6 時～
花火…午後 8 時～
Eボート体験会…午後 3 時～ 6 時

（身長120cm以下のかたは乗船できません）
【場　所】木曽川河畔笠松港公園一帯

【問合先】かさまつまちづくりイベント実行委員会事務局（役場企画課　内線239）

まつりの翌日（ 8 月16日（土））午前 6 時
からイベント会場の清掃が行われます。
皆さんのご協力をお願いします。
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中央公民館

〈お問い合わせは〉
役 場
南 事 務 所

福 祉
健康センター

（町体育協会事務局）

388-1111

388-7171

388-3231

松枝公民館 387-0156
下羽栗会館

総 合 会 館

福 祉 会 館

387-2360

387-8432

387-1121

387-5332町社会福祉
協 議 会

北 事 務 所 387-6266

お
願
い

情
報

お知
らせ

笠松矯正展開催 笠松刑務所

住民の皆さんに矯正行政の現状をご理解いただくこと
を目的に「笠松矯正展」を開催します。
【日　時】 9 月 6 日（土）…午前10時～午後 4 時

9 月 7 日（日）…午前 9 時～午後 3 時30分
【場　所】笠松刑務所（中川町23）
【内　容】・ビデオ放映およびパネル展示

・岐阜少年鑑別所職員による性格診断テスト
・笠松保育園児による鼓笛演奏（ 6 日）
・笠松小学校児童および笠松中学校生徒の作品

展示
・岐阜工業高等学校製作によるミニSLの運行
・ウルトラマンショー
・七宝焼き体験コーナー

【問合先】笠松刑務所企画部門（作業） 387･5121

「いきいき健康公開講座」参加者募集
岐阜地域保健所健康増進課

岐阜地域保健所では、「自分の健康は自分で守り、つ
くる」を実践するための健康づくり情報を提供します。

【場　所】健康科学センター　ハイビジョンシアター
（各務原市旭ヶ丘）

【時　間】午後 1 時30分～ 3 時
【定　員】先着200人
【参加費】無料
【問合先】岐阜地域保健所　健康増進課

0583･80･3004（内線3216）

弁護士による法律相談
社会福祉協議会

法律にかかわる相談に弁護士が応じます。
ご利用ください。

【月　日】8 月20日（水）
【時　間】午後 1 時～ 4 時
【場　所】福祉健康センター
【相談員】佐藤千代松弁護士
【費　用】無料
【申込期限】8 月14日（木）

※相談は、 7 人までとし、定員を超える場合は抽選
【申込先】社会福祉協議会　 387･5332

水は生活や産業を支える重要な資源で
す。限りある水資源の重要性や有効利
用に努めましょう。

―国土交通省―

月
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28
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）
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詩

●
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首
・
二
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町
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（
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を
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む
）
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）
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1
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0
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先
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笠
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（
中
央
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民
館
内
）

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

月 日 内　　容

講演「身近な薬草」
岐阜薬科大学

飯沼　宗和　教授

岐阜地域保健所
日置　敦巳　所長

福富医院
福富　悌　院長

岐阜女子大学
飯田　真美　教授

（岐阜大学医学部附属病院
第2内科禁煙外来担当医師）

岐阜県保健環境研究所
環境科学部

高原　康光　主任専門研究員

岐阜県保健環境研究所
生活科学部

伊藤　哲朗　主任研究員

講演「検査結果の見方と生
活習慣病の予防について」

講演「アレルギーについて～特
にアトピーや喘息について～」
個別相談（要予約）

講演「守る！分煙・やる
ぞ！禁煙」（仮題）
個別相談（要予約）

講演「におい・かおりと
アロマコロジー」（仮題）

講演「健康食品のはなし」
（仮題）

講　　師

6

（水）

17

（水）

15

（水）

26

（水）

4

（木）

21

（水）

8月1日は「水の日」
8月1日～7日は「水の週間」



19

北海道de献血研修キャンペーン
岐阜県赤十字血液センター

平成16年 3 月（予定）に北海道千歳市にある日本赤十字
血漿分画センターで行う献血研修の参加者を募集します。
【募集人員】献血にご協力いただいたかたのなかから抽選

で18人
【募集締切】12月31日（水）
【申込方法】県内の各献血会場で応募用紙を記入
【問合先】岐阜県赤十字血液センター　 272･6911

あきカンは　しげんにしたら　また会える
岐阜県第 5 回「ごみ対策」川柳コンテスト優秀賞作品

保育サポーター養成講座
（財）21世紀職業財団岐阜事務所

子育てをしながら働く家族を支援するために、自宅預り
や保育所の送迎などを行う有償のボランティアを養成する
ための講座です。
【期　間】 8 月28日（木）・29日（金）、

9 月11日（木）・12日（金）
【時　間】午前 9 時30分～午後 4 時（日により異なります）
【場　所】ハートフルスクエアーG（JR岐阜駅構内）
【対象者】子育て経験・保育士資格を活かして保育サービ

スをしたいかたで全日程受講できるかた
【内　容】子どもの心と身体の発達、遊びと遊ばせ方、ほ

乳と食事など20時間
【定　員】50人
【受講料】無料
【申込期限】 8 月 8 日（金）
【申込・問合先】（財）21世紀職業財団岐阜事務所

265･2020

家庭でも電気の安全点検を！
8月は「電気使用安全月間」です
高温多湿の夏場は、 1 年のうちで感電や電気事故

の最も多い季節です。このため、経済産業省の主唱
のもと、 8 月を「電気使用安全月間」として、全国
一斉に電気使用安全を呼びかけています。

・傷んだ電線、コードを使っていませんか
・洗濯機、電子レンジにアースは取り付けてありま

すか
・漏電遮断器は取り付けてありますか
・ 1 つのコンセントからた

くさんの電気を使ってい
ませんか

電気のご相談は
（財）中部電気保安協会

岐阜南事業所
388･1372

チェックポイント

岐 阜 自 動 車 保 険
請求相談センター

専門の相談員がご相談に応じます。
損害保険一般のご相談も受付します。

（社）日本損害保険協会
名古屋支部

http://www.sonpo.or.jp

Tel.263-7001

月曜日～金曜日（祝日を除く）
9：00～12：00・13：00～17：00

毎月第2・4・5水曜日
13：00～16：00（予約制・相談無料・要面談）

相 談 日

弁護士相談日

困った時、困った人の、
相談センター

困った時、困った人の、
相談センター

JR岐阜駅
JR東海道本線←大垣

名古屋→

犬山→

新岐阜駅

名
鉄
本
線

デ
パ
ー
ト

神田町十六銀行

市営駐車場
ビル
市営駐車場
ビル

問
屋
街

平
和
通
り

大同生命
ビル

問
屋
街

市内線

吉野町

真砂町通り

濃飛
ニッセイビル
濃飛
ニッセイビル

三
井
生
命

岐
阜
駅
前

ビ
ル

グラン
パレビル
グラン
パレビル

岐阜市吉野町6-14 三井生命岐阜駅前ビル7階所在地

相 談 無 料

交通事故にあって…
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行
政
相
談
、
人
権
相

談
は
自
宅
で
も
応
じ
て

い
ま
す
。

い
ず
れ
の
相
談
も
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

人権相談 人権擁護委員

行政相談委員 加藤司郎　県町105 387・2793

齋藤好子　中川町20 387・0812

保母勝壽　弥生町30 387・2782

後藤　稔　北及1183 388・1495

杉原貴子　中野256 388・1496

行
政
相
談

人
権
相
談

行政相談
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踊
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、
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年
は
十
三
に
割
り
、

元
の
方
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
八
方
に
開

く
よ
う
に
し
、
芭
蕉
の
葉
の
よ
う
に
し

て
背
負
い
、
雨あ

ま

乞ご

い
の
願
を
か
け
る

「
か
け
踊
り
」
の
時
は
、
芭
蕉
の
葉
を

白
紙
で
下
向
き
に
付
け
、
お
礼
踊
り
、

す
な
わ
ち
「
ひ
ね
り
踊
り
」
の
時
に
は

金
銀
紺
赤
白
の
五
色
の
葉
を
上
向
き
に

付
け
ま
す
。

そ
の
後
も
円
城
寺
の
人
々
は
、
東
西

の
お
宮（
神
明
神
社
と
白
鬚
神
社
）に
、

雨
の
降
る
こ
と
を
お
願
い
し
て
、
特
に

日
照
り
の
ひ
ど
い
時
に
は
手て

力ぢ
か
ら

雄お

神
社

ま
で
、
踊
り
な
が
ら
お
祈
り
に
行
き
ま

し
た
。

「
芭
蕉
踊
り
」
の
名
の
由
来
は
、
踊

り
手
の
背
負
う
旗
指
し
も
の
が
、
芭
蕉

の
葉
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
芭
蕉
踊

り
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
昔
、

谷
汲
に
伝
わ
る
雨あ

ま

乞ご

い
踊
り
を
見
習

い
、
こ
の
地
方
独
特
の
も
の
に
変
わ
っ

た
も
の
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
踊
り
は
水
利
の
発
達
な
ど
で
旱か

ん

魃ば
つ

も

減
り
、
大
正
十
二
年（
一
九
二
三
）を
最

後
に
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
住

民
の
手
で
昭
和
四
十
八
年（
一
九
七

三
）、
五
十
年
ぶ
り
に
復
活
し
ま
し
た
。

現
在
は
子
ど
も
た
ち
が
踊
り
手
を
務

め
、
円
城
寺
芭
蕉
踊
り
保
存
会
に
よ
っ

て
継
承
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
八
月
二
十

二
日
の
午
後
八
時
過
ぎ
に
高た

か

張は

り
提ち

ょ
う

灯ち
ん

を
先
頭
に
地
元
の
小
学
校
四
〜
六
年
生

児
童
ら
に
よ
る
踊
り
手
を
は
じ
め
、
囃は

や

子し

方か
た

の
摺す

り
鉦が

ね

・
横
笛
と
唄う

た

い
方
の
唄う

た

に
つ
れ
て
、
太
鼓
を
打
ち
つ
つ
、
総
勢

五
十
〜
七
十
人
が
円
城
寺
の
秋
葉
神
社

に
到
着
後
、
伝
統
の
踊
り
が
奉
納
さ
れ

て
い
ま
す
。

平
成
元
年
十
一
月
十
四
日
に
岐
阜
県

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け

て
お
り
、
資
料
館
で
は
パ
ネ
ル
な
ど
で

紹
介
、
展
示
し
て
い
ま
す
。
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可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下）
古紙類など
紙製容器包装 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下）
古紙類など
紙製容器包装 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

プレパマクラブ
9:50～10:00

福祉健康センター

親子歯みがき教室
9:30～9:40

福祉健康センター

心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00   福祉会館

にこにこ教室
9:20～9:30

福祉健康センター
ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30   福祉会館
健康相談
13:30～14:30   福祉会館

育児・マタニティ・
健康相談
13:30～14:30

下羽栗会館

身体障害者相談
10:00～12:00   福祉会館

フッ化物塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30
福祉健康センター

育児・マタニティ相談
10:00～11:30

第一保育所
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館

家庭の日

フッ化物塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
乳児健康診査
13:20～14:10

福祉健康センター

お誕生教室
13:20～14:00

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00   福祉会館
行政相談
13:00～15:00   福祉会館

フッ化物塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30   福祉会館
1歳6か月児健康診査
13:30～14:10

福祉健康センター

育児・マタニティ・
健康相談
13:30～14:30

福祉健康センター

結核住民検診
10:30～11:30   児神社
13:30～14:30

穴太部神社
15:00～16:00

笠松小学校
健康相談
13:30～14:30   福祉会館

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30   総合会館

献血
9:00～11:00

福祉健康センター
12:30～16:00   愛生病院
結核住民検診
9:30～11:30

笠松町役場
13:00～15:00   厚生会館
育児・マタニティ相談
10:00～11:30

第一保育所
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館

フッ化物塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
3歳児健康診査
13:10～13:50

福祉健康センター

結核住民検診
9:30～10:30   米野会館

11:00～12:00
スポーツ交流館

13:30～15:00
円城寺集会所

日 月 火 水 木 金 土

かさまつホームカレンダーと資源とごみのカレンダーをあわせてご覧ください。

8月
Augus t

今月の納税・納付

町県民税 2 期分

国民健康保険税 5 期分

介護保険料 5 期分

納期限 9 月 1 日（月）まで
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次
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
3
人
の

か
た
に
図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

問

笠
松
川
ま
つ
り
の
開
催
日
は
8

月
何
日
？

応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
問
の

答
え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
8
月
末

日
ま
で
に
秘
書
広
報
課
広
報
ク
イ

ズ
係
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

当
選
者
は
広
報
か
さ
ま
つ
10
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

6
月
号
ク
イ
ズ
の
答
え

6
月
1
日

当
選
者

（
敬
称
略
）

宇
野
よ
し
の
、
西
村

正
、
山
下
隆
司

広
報
ク
イ
ズ

「
次
は
私
が
投
げ
る
番
ね
。
エ
イ
ッ
！
」

7
月
8
日
、
総
合
会
館
で
開
催
さ
れ
た

※
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
生
き
生
き

と
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
月
4

回
、
軽
い
体
操
や
運
動
、
音
楽
、
作
品

づ
く
り
な
ど
を
行
う
「
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ

ば
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
福
祉
健
康
課

表

紙

まちの人口
平成15年7月1日現在

人 口 22,157人
男　　10,674人

女　　11,483人

世帯数

7,480世帯

前月比

（減 5）

（減 4）

（減 1）

（増34）

「
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
」
で
、
和
気
あ
い
あ
い

と
室
内
ペ
タ
ン
ク
を
楽
し
む
参
加
者
た
ち
。




